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1 概要 

 

OROS は、計測から意思決定までのプロセスをより迅速にするための実用的なイノベーションを継続 

しています。 

今回のアップデートである、NVGate V18 では以下に重点を置いています： 

• ワークフローのボトルネック解消 

• 過渡現象解析の拡張 

• セットアップの簡素化 

• 既存のお客様への提供価値の向上 

NVGate V18 では、柔軟なワークフロー、同期次数解析の拡張、センサー設定の簡易化などが提供され 

ます。 

NVGate V18 の対応機器 : O4, OR35 TW, OR36 TW, OR38 TW 

※ハードウェア構成によって一部機能制限あり。 

 

 

Dual NVGate 

(2 画面動作) 

 

SOA のダイナミック 

速度比範囲を拡張 

 

センサーライブラリの 

標準搭載 

 

アップグレード 

特典の強化 

1台のPCでリアルタイム計

測とポスト解析を並行して 

実行できます。 

回転速度が変動する条件下

でも、低速域まで安定して

追従し、同期次数解析結果

を連続かつ高い位相精度で

取得可能。 

事前に用意されたセンサー

定義を利用することで、ト

ランスデューサ情報の手動

入力を省略し、正確な計測

をより迅速に開始できま

す。 

対象となるお客様は V18 へ 

アップグレードすること

で、D-Recおよびデータロガ

ーの追加機能をご利用いた

だけます。 

 

 

2 Dual NVGate : １台の PCで並列ワークフローを実現 

 

NVGate V18では、単一 PC上で”リアルタイムモード（収録・リアルタイム解析）”と”オフィスモード

（ポスト解析・レポート作成）”を同時に実行可能になりました。追加ライセンスは不要です。 

これにより、データ取得とポスト解析のどちらか一方を選ぶ必要がなくなり、測定終了を待たずにレビュ

ーや分析を開始できます。従来必要だった 2台目の PCや追加ライセンスも不要になります。 

Dual NVGateにより、一方のインスタンスでは測定を継続しながら、もう一方で収録済みデータ確認、比

較、後処理、レポート作成を並行して実施できます。 

測定進行中に解析やレポート作成を始めることができるため、意思決定までの時間短縮につながります。 

 

 

https://wiki.oros.com/index.php?title=File:Icon_2NVGate.png
https://wiki.oros.com/index.php?title=File:Icon_SOA.png
https://wiki.oros.com/index.php?title=File:Icon_database.png
https://wiki.oros.com/index.php?title=File:Icon_bonus.png
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主なメリット： 

• 測定から解析までのリードタイム短縮 

• PCリソースの有効活用 

• 取得したデータの迅速な分析・判断への活用 

特に、長時間試験（耐久試験、起動・停止試験、環境試験）において、測定中から解析を開始できるため

効率が大幅に向上します。 

また、生産ラインや最終検査、受入検査等の工程でも、次の測定を実行しながら前回データの評価ができ

るため、作業の連続性を維持したまま効率化を図ることができます。 

さらに、OROS のリアルタイムモードでは収録およびリアルタイム処理がアナライザ本体の DSP 側で実行

されるため、PC 側ではオフィスモードのポスト解析・レポート作成にリソースを集中できます。これに

より測定信頼性を維持したまま、高負荷な作業を実行できます。 

追加ライセンスなしでワークフローを倍にすることができます。 

インストール後は 2つのアイコンが表示されます： 

 

メインアイコン：NVGate起動（リアルタイム / オフィス選択可能） 

 
オフィス専用アイコン：オフィスモード専用インスタンス起動 

（場所 C:\ProgramData\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\OROS NVGate Software V18.00） 

 

             左：リアルタイム計測、右：ポスト解析 
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3 SOAのダイナミック速度比を拡張：過渡状態をより幅広くカバー 

NVGate V18では、同期次数解析（SOA）における回転速度の追従範囲を拡張し、Max/Min速度比を 64から

512へ大幅に向上させました。これにより、加速時／減速時／停止前等の低速域まで、連続して同期次数

解析結果を取得できます。 

回転機械の評価では、定常状態よりも速度変化時に重要な挙動が現れることが多くあります。本機能によ

り、広範な速度変動に対しても単一の SOA 設定で一貫した解析を維持しやすくなり、追加設定や測定分

割の必要を減らすことがでます。 

特に、ターボチャージャー、タービン、コンプレッサー、電動機など、速度変動の大きい回転システムで

有効です。 

 

主なメリット： 

• 分割測定や追加設定の手間を削減 

• 過渡領域のカバー範囲を拡大 

• 位相精度を維持した SOA解析の継続 

• バランシング、ねじり振動解析、ローターダイナミクス評価の信頼性向上 
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4 センサーライブラリの標準搭載：設定時間短縮と入力ミス削減 

NVGate V18 では、事前登録済みのセンサーライブラリが標準搭載されました。センサーデータベース

には、よく使用されるセンサー設定があらかじめ登録されています。その対象は、加速度計、マイク、速

度計、変位センサー、力センサー（インパクトハンマーを含む）、タコメーターなどが含まれます。 

これにより、ユーザーは一覧から選択するだけでセンサー設定ができます。従来のような手動での入力は

不要になります。 

この改善により、日常業務で以下の効果が得られます： 

• 設定時間の短縮 

• 繰り返し入力の削減 

• チーム間での設定のばらつき防止 

• スケーリングや感度、単位の入力ミス低減 

また、新規ユーザーや使用頻度の低いユーザーでも扱いやすくなり、デモ・導入・教育・現場対応がより

スムーズになります。 

設定にかかる時間を減らし、安心して測定に集中できる環境を提供します。 
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5 アップグレード特典の強化：アップグレードでさらに価値を追加 

NVGate V18 では、新機能の追加に加え、既存のお客様に対するアップグレード価値も強化されました。 

本リリースでは、ソフトウェア更新または旧ハードウェアからのアップグレードにより、D-Rec 機能を

無償提供します。さらに、回転機械診断モジュールをご利用中のユーザーには、データロガーモジュール

を無償提供します。 

D-Rec 機能は、現場での使用に適した自律型の記録機能です。PC 接続なしで、電源オンからオフまでア

ナライザ単体で記録が可能です。NVGate で事前に設定を用意し、本体のディスプレイとボタンから直

接レコードを開始・操作できます。収録した信号は後から取り出し、詳細な解析に使用できます。 

特に以下の用途で効果を発揮します： 

• ノート PC の持ち込みが難しい環境での現場トラブル対応 

• 長時間の無人・少人数での測定 

• 定型的な試運転・サービス作業 

• まずデータを取得し、跡で詳細にポスト解析を行う運用 

データロガー機能は、時間領域での診断機能を強化します。ピーク値、ピーク—ピーク、クレストファク

タ、歪度、尖度などの統計指標により、周波数解析や次数解析を補完します。 

これにより、以下の評価に有効です： 

• ベアリングやギアボックスの異常検知 

• トランスミッション部品の状態監視 

• プローブを用いたギャップや位置の変動監視 

既存のお客様は、単なるソフトウェアの更新にとどまらず、記録と診断の新たな手段を活用できます。 
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6 バグの修正 

・15791:.oxf ファイルにデータの単位が出力されない問題を修正 

・15788:.wav 形式でチャンネル単位のエクスポートが正しく行われない問題を修正 

・15785:セットアップ後のシーケンス実行が動作しない問題を修正 

・15723:日本語環境の PC で NVGate cfg のウィンドウ表示が一部欠ける問題を修正 

・15766: NVGate を再起動すると Filter プロジェクトの設定が保存されない問題を修正 

・15740:オクターブバンドの 40kHz が表示されない問題を修正 

・15724:ズーム信号上でダブルクリックしてもカーソルが追加されない問題を修正 

・15721:「詳細設定（Show advanced setting）」が翻訳されない問題を修正 

・15774:一部の地域（時差がマイナスの地域）でレコーダーに不具合が発生する問題を修正 

 

すべてのアドオンに関する互換性の問題が解消され、現在は正常に動作するようになりました。 

 

 

 

以上 


